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旧島松駅逓所の屋根の耐震補強・保存修理に伴う検討 

 

１．屋根面の構成 

史跡の屋根面の構成は垂木の上、野地板 t12@165、柾材 t5 を施工している（図 1参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．保存修理の検討 

 屋根は前回の根本修理前は板金屋根であったが、根本修理にて昭和 62 年（1987 年）､63 年

（1988 年）に全面サワラ材による柾葺きに修理されている。その修理から 34 年以上経過し

ており、柾材の劣化が見られ（写真 1～6参照）、建屋内部への漏水も確認される（写真 7～10

参照）。 

また、裏庭となる樹木近傍の柾材は、落ち葉の影響やコケの影響により劣化の進行が他の

部分より早い状態である。著しい劣化がみられる部分については、部分的な修理を行ってい

るものの、全面的な修理が必要な状態であると考えらえる。併せて、漏水も確認されている

ことから、柾材だけでなく野地板も部分的に腐朽していることも想定されるため、部分的な

修理ではなく、屋根の全面的な修理が必要と考えられる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 屋根面詳細図 

写真 1 屋根面劣化状況 写真 2 屋根面劣化状況 
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写真 3 屋根面劣化状況 写真 4 屋根面劣化状況 

写真 5 屋根面劣化状況 写真 6 屋根面劣化状況 

写真 7 漏水状況（天井漏水跡） 

写真 9 漏水状況（梁・壁面漏水跡） 

写真 8 漏水状況（天井漏水跡） 

写真 10 漏水状況（床面漏水跡） 




